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東
日
本
大
地
震
か
ら
早
４
カ

月
、
多
く
の
国
民
の
不
安
を
解
消

出
来
ず
に
い
る
。
福
島
原
発
の
安

定
化
は
じ
め
、
が
れ
き
処
理
、

仮
設
住
宅
建
設
、
下
水
道
等
の

復
旧
も
途
半
ば
で
は
あ
る
が
、
全

体
像
が
見
え
て
こ
な
い
、
道
筋
が

定
か
で
な
い
。
そ
の
結
果
、
東
京

と
地
元
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
ら

れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

復
興
に
つ
い
て
は
、
復
興
基
本

芝浦工業大学大学院教授
谷口博昭

「
産
学
官
」パ
ワ
ー
で
復
興
・
再
生
へ

18

法
、
復
興
構
想
会
議
の
提
言
を

基
に
、
必
要
な
財
源
・
法
制
度

等
の
措
置
を
行
い
、
国
と
地
元
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
一
致
協

力
し
て
事
に
当
た
る
事
で
あ
る
。

原
子
力
の
事
故
調
査･

検
証
委

員
会
も
発
足
し
た
が
、
責
任
の
な

す
り
合
い
で
な
く
、
復
旧
・
復
興

の
目
途
を
早
く
つ
け
る
こ
と
に
全

力
を
傾
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
政
治
の
決
断
と
責
任

で
方
針
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
不

可
欠
だ
。
そ
の
方
針
の
も
と
、

産
学
官
の
知
恵
と
力
を
結
集
し
、

復
旧･

復
興
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
復
旧
・
復

興
な
く
し
て
日
本
の
再
生
な
し
！

弘
法
大
師
は
『
物
の
興
廃
は

必
ず
人
に
由
る
』
と
言
っ
て
い

る
。
人
材
育
成
が
国
の
興
廃
を

左
右
す
る
と
の
教
え
で
あ
る
。
平

常
時
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
、

非
常
時
の
危
機
管
理
の
時
に
は
分

か
る
も
の
だ
。
人
材
枯
渇
が
露

呈
。
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
国

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
は
６

月
、
東
京
で
東
日
本
大
震
災
調

査
報
告
会
を
開
き
、
電
子
基
準

点
や
衛
星
観
測
な
ど
の
デ
ー
タ
分

析
結
果
を
報
告
し
た
。
Ｍ
９
・

０
の
地
震
は
わ
が
国
観
測
史
上
最

大
で
、
地
殻
変
動
も
大
き
く
広
域

に
及
ん
だ
。
今
後
も
地
殻
変
動

は
長
期
的
に
続
く
と
予
想
、
注
意

深
い
観
測
継
続
が
不
可
欠
だ
と
い

う
。
衛
星
画
像
デ
ー
タ
を
解
析

し
て
い
る
の
が
東
海
大
学
情
報
技

術
セ
ン
タ
ー
。
坂
田
俊
文
同
大

教
授
も
５
月
、
公
開
講
座
で
分

析
結
果
を
紹
介
。
「
科
学
技
術
を

駆
使
し
て
調
べ
考
え
る
こ
と
で
災

害
を
減
ら
す
減
災
の
取
り
組
み
が

大
切
」
と
訴
え
た
。

国
土
地
理
院
の
報
告
で
は
、
地

殻
は
震
源
域
に
近
い
電
子
基
準

点
・
牡
鹿
（
宮
城
県
）
で
、
東
南

東
に
約
５
・
３
㍍
変
動
、
上
下
方

向
に
約
１
・
２
㍍
沈
降
し
、
北

海
道
か
ら
西
日
本
ま
で
広
範
囲
で

確
認
さ
れ
た
。
岩
手
県
か
ら
茨
城

県
に
か
け
て
の
沿
岸
は
数
10
㌢
沈

降
し
、
１
㍍
以
上
の
水
平
変
動

は
山
形
県
か
ら
茨
城
県
に
及
ぶ
。

地
震
を
起
こ
し
た
断
層
は
岩
手

県
沖
か
ら
茨
城
県
沖
ま
で
南
北
４

０
０
㌔
、
断
層
す
べ
り
の
大
き
さ

は
宮
城
県
沖
で
最
大
25
㍍
に
達
す

る
と
推
定
。
海
上
保
安
庁
デ
ー

タ
も
考
慮
す
る
と
、
日
本
海
溝
に

近
い
領
域
で
50
㍍
以
上
の
断
層
す

べ
り
が
あ
り
、
震
源
域
真
上
の
海

底
は
10
㍍
以
上
隆
起
、
巨
大
津

波
の
原
因
に
な
っ
た
。

津
波
の
浸
水
被
害
地
域
も
市
町

村
別
の
面
積
集
計
で
は
、
東
京
・

山
手
線
内
側
の
面
積
63
平
方
㌔
の

約
９
倍
５
６
１
平
方
㌔
に
及
ぶ
。

電
子
基
準
点
・
山
田
（
岩
手
県
）

で
、
地
震
後
３
カ
月
で
南
南
東

に
50
㌢
の
変
動
を
観
測
し
た
よ
う

に
、
今
後
も
地
殻
変
動
は
長
期

間
継
続
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

◇

東
日
本
大
震
災
を
機
に
災
害
を

軽
減
化
す
る
宇
宙
技
術
の
役
割
を

紹
介
す
る
。
東
海
大
は
１
９
８

６
年
、
熊
本
に
宇
宙
情
報
セ
ン
タ

ー
を
設
立
、
衛
星
デ
ー
タ
受
信

施
設
を
設
置
し
て
世
界
中
の
災
害

デ
ー
タ
解
析
を
始
め
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
も
解
析
し
た
。

地
震
は
プ
レ
ー
ト
の
歪
み
で
生

じ
る
が
、
日
本
周
辺
は
プ
レ
ー
ト

の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
激
し
く
地
震

の
巣
。
災
害
を
知
る
こ
と
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
コ
ル
デ
イ
リ
ェ

ー
ラ
棚
田
群
は
、
先
住
民
イ
フ

ガ
オ
の
人
た
ち
の
知
恵
で
１
０
０

０
年
前
に
築
か
れ
、
貧
し
い
僻
地

ゆ
え
に
開
発
か
ら
取
り
残
さ
れ
資

産
と
し
て
存
続
し
た
。
し
か
し
、

世
界
遺
産
登
録
後
は
無
秩
序
な
観

光
化
で
、
遺
産
保
存
と
生
活
の
調

和
を
図
る
の
に
苦
労
、
住
民
に
根

ざ
し
た
観
光
実
現
の
た
め
、
生
き

て
い
る
伝
統
の
学
校
を
開
校
し
、

棚
田
群
で
伝
統
的
品
種
を
栽
培
、

販
売
す
る
仕
組
み
も
導
入
し
た
。

佐
渡
は
08
年
に
始
ま
っ
た
ト
キ

の
放
鳥
を
機
に
、
生
き
も
の
を
育

む
農
法
で
生
産
さ
れ
た
「
朱
鷺
と

暮
ら
す
郷
米
」
の
認
証
制
度
の
取

り
組
み
を
始
め
、
鬼
太
鼓
や
能
な

ど
伝
統
文
化
を
基
礎
に
、
遺
産

保
存
に
繋
が
る
運
動
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

手
で
始
ま
り
、
伝
統
知
識
継
承

を
学
ぶ
佐
渡
市
民
大
学
や
郷
米
認

証
制
度
の
取
り
組
み
を
展
開
し

て
、
農
業
遺
産
の
申
請
に
繋
が
っ

た
。佐

渡
の
課
題
は
、
①
耕
作
放

棄
さ
れ
た
水
田
を
誰
が
復
興
し
維

持
す
る
か
②
島
外
へ
の
若
年
層
流

出
や
人
口
減
少
を
ど
う
食
い
止
め

る
か
③
企
業
誘
致
を
含
め
地
域
雇

用
対
策
を
ど
う
す
る
か
④
佐
渡
の

農
業
は
生
き
残
り
、
稲
作
は
島
の

経
済
を
支
え
続
け
ら
れ
る
か
⑤
Ｇ

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
（
ジ
ア
ス
）
登
録
で
、

島
民
意
識
は
変
わ
る
か
⑥
島
民
の

自
主
性
や
島
内
経
済
シ
ス
テ
ム
へ

の
評
価
を
生
か
し
た
変
革
は
可
能

か
…
…
な
ど
で
あ
る
。

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
登
録
は
佐
渡
の
自

然
景
観
を
登
録
し
た
の
で
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
佐
渡
の
人
た
ち
の

衛星データを即時解析

を
挙
げ
て
、
各
界
各
層
に
亘
る
幅

広
い
人
材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
だ
。
特
に
、
国
難
と
も

言
わ
れ
る
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

す
る
「
知
恵
」、
大
き
な
価
値
観

を
共
有
出
来
る
「
慈
悲
」
の
心

を
強
調
し
た
い
。

21
世
紀
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
、
少
子
高
齢
化･

人
口
減

少
な
ど
か
つ
て
な
い
大
き
な
変
化

の
時
代
で
あ
る
。
復
旧
・
復
興
を

成
し
遂
げ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
こ
の
大
き
な
変
化
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
た
い
。

「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
運
動
」

を
評
価
し
、
活
動
を
持
続
発
展

さ
せ
る
た
め
に
登
録
さ
れ
た
。
今

後
は
、
農
業
分
野
だ
け
で
な
く
観

光
も
含
め
た
様
々
な
分
野
で
「
佐

渡
の
暮
ら
し
と
命
を
大
切
に
す

る
」
活
動
が
計
画
さ
れ
、
実
施

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

計
画
は
徐
々
に
始
動
。
農
業

遺
産
登
録
を
機
に
、
今
や
全
島

的
な
取
り
組
み
に
な
っ
た
「
田
ん

ぼ
の
生
き
も
の
調
査
」
と
並
行

し
、
生
き
も
の
調
査
の
感
動
を
俳

句
や
川
柳
で
表
現
す
る
「
生
き
も

の
語
り
」
運
動
が
広
が
る
。
フ
ォ

ト
俳
句
も
あ
り
、
子
供
た
ち
は
絵

に
描
く
。
日
々
の
暮
ら
し
と
生
き

も
の
の
関
係
を
作
文
に
し
て
、
佐

渡
の
暮
ら
し
が
日
常
的
に
命
を
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
。
川

柳
や
俳
句
は
佐
渡
版
歳
時
記
カ
ル

タ
に
な
る
予
定
だ
。
様
々
な
生
き

も
の
語
り
の
作
品
収
集
を
前
提

に
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
観
光
の
企
画

が
進
む
。

生
き
も
の
の
命
を
大
切
に
す
る

日
常
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
の
観
光

化
計
画
は
、
３
・
11
以
降
、
日

本
人
の
考
え
方
が
変
化
し
つ
つ
あ

る
中
で
、
新
し
い
文
化
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◇

ふ
る
さ
と
の
訛
り
な
つ
か
し

停
車
場
の
人
ご
み
の
な
か
に

そ
を
聴
き
に
ゆ
く
（
啄
木
）

石
川
啄
木
は
東
京
暮
ら
し
の
中

で
、
ど
う
し
て
も
故
郷
の
言
葉
が

聞
き
た
く
な
り
、
東
北
往
き
列
車

が
発
着
す
る
上
野
駅
の
人
混
み
に

入
っ
た
。
現
代
の
「
そ
」、
そ
れ

は
「
地
域
の
暮
ら
し
と
命
の
大
切

さ
」
だ
。
そ
れ
が
失
わ
れ
た
今
、

「
そ
」
を
探
し
に
行
く
の
は
、
上

野
駅
で
な
く
「
道
の
駅
」
か
も
知

れ
な
い
。

（
原
耕
造
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
物
多
様

性
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

（
８
面
か
ら
続
く
）

地
域
の
暮
ら
し
と
命
の
大
切
さ

探餌のため田んぼに
飛来したトキ（６月
撮影、 環境省ＨＰ放
鳥トキ情報より）


